On the Genji-monogatari Literary Fragments (Kohitsu-gire) attributed to SANJŌ Kin\u27atsu by 瀧山 嵐
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緒　
言
　
室
町
時
代
の
公
卿
で
あ
る
三
条
公
敦
（
一
四
三
九
│
一
五
〇
七
）
を
伝
称
筆
者
と
す
る
源
氏
物
語
断
簡
（
以
下
、「
当
該
断
簡
」）
が
存
す
る
。
小
林
強
「
源
氏
物
語
関
係
古
筆
切
資
料
集
成
稿
」
で
は
、「
公
敦
（
転
法
輪
三
条
）」
の
「
源
氏
物
語
切
」
に
つ
い
て
、
本
文
は
「
青
表
紙
本
」
で
あ
る
と
し
、
玉
鬘
巻
五
葉
（
後
掲
、
断
簡
Ｂ
・
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｇ
・
Ｉ
）、
な
ら
び
に
若
菜
下
巻
一
葉
（
後
掲
、
断
簡
Ｋ
）
の
計
六
葉
を
報
告
し
て
い
る１
。
稿
者
は
、
こ
れ
ら
六
葉
の
断
簡
に
加
え
、
新
た
に
五
葉
の
断
簡
を
見
出
し
た
。
五
葉
の
う
ち
一
葉
は
大
垣
博
氏
蔵
の
玉
鬘
巻
断
簡
（
後
掲
、
断
簡
Ｃ
）、
残
り
四
葉
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
の
断
簡
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
四
葉
の
う
ち
一
葉
は
、
佐
佐
木
忠
慧
氏
旧
蔵
古
筆
手
鑑
「
秋
蛇
蔵
」
所
収
の
玉
鬘
巻
断
簡
（
後
掲
、
断
簡
Ａ
）
で
あ
る２
。
い
ま
一
葉
は
、
中
野
幸
一
氏
旧
蔵
九
曜
文
庫
の
若
菜
下
巻
断
簡
（
後
掲
、
断
簡
Ｊ
）
で
あ
る３
。
残
り
二
葉
は
、
玉
鬘
巻
断
簡
（
後
掲
、
断
簡
Ｄ
・
Ｈ
）
で
あ
り
、
二
〇
一
九
年
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
新
収
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
　
本
稿
に
集
成
す
る
当
該
断
簡
は
、
計
一
一
葉
の
存
在
を
確
認
し
う
る
。
本
稿
で
は
、
新
出
断
簡
の
紹
介
に
加
え
、
こ
れ
ら
一
一
葉
の
断
簡
を
集
成
し
、
本
文
と
書
誌
と
の
分
析
を
通
し
て
当
該
断
簡
の
特
性
に
言
及
す
る
。
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
十
七
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
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尚
、
本
稿
の
図
版
は
、
実
際
に
実
物
調
査
を
行
い
、
撮
影
、
及
び
図
版
掲
載
の
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た
断
簡
の
み
を
掲
載
し
て
い
る
。
一　
伝
三
条
公
敦
筆
源
氏
物
語
断
簡
集
成
　
当
該
断
簡
は
、
玉
鬘
巻
が
九
葉
、
若
菜
下
巻
が
二
葉
あ
る
。
以
下
、
当
該
断
簡
一
一
葉
を
集
成
し
、
書
誌
情
報
、
翻
刻
を
掲
載
す
る
。
掲
出
順
序
は
原
則
、『
源
氏
物
語
』
の
内
容
の
順
序
に
則
る
。
掲
出
に
あ
た
り
、
掲
載
元
、
あ
る
い
は
所
蔵
者
名
を
示
し
、
山
括
弧
内
に
池
田
亀
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成　
校
異
篇
』
の
該
当
箇
所
の
頁
数
・
行
数
を
掲
出
し
た
。
翻
刻
本
文
は
、
枠
内
に
示
し
、
行
末
に
行
数
番
号
を
付
し
た
。
ま
た
、
字
高
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
実
物
調
査
を
行
っ
た
断
簡
（
後
掲
、
断
簡
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｆ
・
Ｈ
・
Ｊ
・
Ｋ
）
の
み
掲
出
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
翻
刻
の
後
に
本
文
の
校
異
を
掲
出
し
た
。
簡
校
に
あ
た
り
、『
源
氏
物
語
大
成　
校
異
篇
』、
加
藤
洋
介
編
『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成
』、
同
「
源
氏
物
語
校
異
集
成
（
稿
）」、『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
等
を
適
宜
、
参
照
し
た４
。
校
異
は
、
仮
名
や
漢
字
の
表
記
の
相
違
な
ど
は
原
則
と
し
て
除
き
、
特
に
重
要
と
思
し
い
箇
所
の
み
掲
出
し
た
。
本
文
の
校
異
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
て
詳
述
す
る
が
、
当
該
断
簡
の
大
部
に
相
当
す
る
玉
鬘
巻
の
本
文
が
大
局
的
に
は
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
の
本
文
に
近
い
と
い
う
見
通
し
の
も
と
、
以
下
で
は
所
謂
「
青
表
紙
本
」
系
統
の
中
で
も
、『
源
氏
物
語
大
成
』
や
諸
注
釈
書
の
底
本
と
し
て
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
大
島
本
を
は
じ
め
、
三
条
西
家
本
な
ど
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
。
た
だ
し
、
伝
明
融
等
筆
本
（
東
海
大
学
蔵
）
は
、
玉
鬘
巻
を
欠
く
た
め
若
菜
下
巻
の
み
、
ま
た
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
証
本
も
、
玉
鬘
巻
は
河
内
本
系
統
の
本
文
を
有
す
る
た
め
、
若
菜
下
巻
の
み
参
看
し
て
い
る
。
　
校
異
の
掲
出
の
際
に
用
い
た
主
要
伝
本
の
略
号
は
以
下
の
通
り
。
・﹇
断
﹈
…
断
簡
本
文
・﹇
大
﹈
… 『
源
氏
物
語
大
成　
校
異
篇
』
底
本
＝
大
島
本
（
古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所
編
『
大
島
本
源
氏
物
語
』
第
４
巻
・
第
６
巻
、
角
伝
三
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川
書
店
、
一
九
九
六
年
）
・﹇
三
﹈
… 
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
（
岸
上
慎
二
ほ
か
編
『
日
本
大
学
蔵　
源
氏
物
語
』
第
四
巻
・
第
六
巻
、
八
木
書
店
、
一
九
九
五
年
）
・﹇
明
﹈
… 
伝
明
融
等
筆
本
（
東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
影
印
刊
行
委
員
会
編
『
東
海
大
学
蔵　
桃
園
文
庫
影
印
叢
書　
第
二
巻　
源
氏
物
語
（
明
融
本
）
Ⅱ
』
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）
・﹇
証
﹈
… 
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
証
本
（
山
岸
徳
平
・
今
井
源
衛
監
修
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵　
青
表
紙
本　
源
氏
物
語
』
若
菜
下
、
新
典
社
、
一
九
六
九
年
）
・﹇
肖
﹈
… 
肖
柏
本
（
天
理
図
書
館
蔵
。
池
田
亀
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成　
巻
二　
校
異
篇
』、
お
よ
び
加
藤
洋
介
「
源
氏
物
語
校
異
集
成
（
稿
）」
に
て
校
異
を
確
認
）
　
右
の
他
に
も
必
要
に
応
じ
て
『
源
氏
物
語
大
成　
校
異
篇
』
所
収
の
諸
本
の
本
文
を
掲
出
し
た
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
略
号
は
、『
源
氏
物
語
大
成　
校
異
篇
』
の
そ
れ
に
従
う
。
【
玉
鬘
巻
】
断
簡
Ａ　
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵　
古
筆
手
鑑
「
秋
蛇
蔵
」〈
七
二
四
頁
・
四
行
目
〜
六
行
目
／
七
二
六
頁
・
八
行
目
〜
九
行
目
〉
縦
一
五
・
五
糎
×
横
一
一
・
四
糎
。
本
文
五
行
書
き
。
字
高
、
平
均
一
二
・
八
糎
。
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
、
平
均
一
八
・
五
字
。
た
だ
し
、
５
行
目
は
、
直
後
に
和
歌
が
あ
り
改
行
し
て
い
る
た
め
、
字
高
と
一
行
あ
た
り
の
平
均
文
字
数
の
算
出
に
含
め
て
い
な
い
。
極
札
表
「
轉
法
輪
殿
公
敦
公
ひ
き
こ
え
け
れ
（「
守
村
」・
黒
方
印
）」。
鑑
定
家
、
古
筆
別
家
三
代
了
仲
（
一
六
五
六
〜
一
七
三
六
）。（
図
版
１
）
ひ
き
こ
え
け
れ
を
の
〳
〵
我
身
の
よ
る
へ
と
た
の 
 
 
 
 
 
 
１
─　　─50
ま
ん
に
い
と
た
の
も
し
き
人
な
り
是
に
あ
し 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
く
せ
ら
れ
て
は
此
ち
か
き
せ
か
い
に
は
め
く
ら
ひ 
 
 
 
 
 
 
３
い
く
き
は
に
哥
よ
ま
ゝ
ほ
し
か
り
け
れ
は
や
ゝ
ひ
さ 
 
 
 
 
 
４
し
う
お
も
ひ
め
く
ら
し
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５
※
□
…
料
紙
、
削
れ
痕
。
３
行
目
と
４
行
目
と
の
間
に
継
ぎ
痕
あ
り
。
３
行
目
と
４
行
目
と
は
本
文
内
容
が
連
続
せ
ず
、
３
行
目
本
文
の
背
後
に
本
来
４
行
目
の
直
前
に
連
続
し
て
い
た
と
思
し
い
本
文
「
を
い
ひ
の
か
る
お
り
て
」
の
う
ち
、「
を
い
ひ
の
」「
お
」「
て
」
の
文
字
の
痕
跡
が
視
認
で
き
る
。
も
と
二
葉
別
々
の
断
簡
が
継
が
れ
て
い
る
。
・
４
〜
５　
ひ
さ
し
う
﹇
断
﹈﹇
大
﹈﹇
三
﹈
│
ひ
さ
し
く
﹇
肖
﹈
断
簡
Ｂ　
『
思
文
閣
墨
蹟
資
料
目
録　
古
筆
特
集
号
』
第
三
一
五
号
（
思
文
閣
・
思
文
閣
美
術
、
一
九
九
八
年
九
月
）〈
七
二
七
頁
・
一
行
目
〜
五
行
目
〉
縦
一
六
・
〇
糎
×
横
一
二
・
〇
糎
。
本
文
七
行
書
き
。
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
、
平
均
一
八
・
一
字
。
極
札
な
し
。
料
紙
、
楮
紙
か
。
け
は
ひ
に
を
ひ
え
て
お
と
ゝ
色
も
な
く
成
ぬ
む
す 
 
 
 
 
 
 
１
め
た
ち
は
さ
は
い
へ
と
心
つ
よ
く
わ
ら
ひ
て
こ
の 
 
 
 
 
 
 
２
人
の
さ
ま
こ
と
に
も
の
し
給
を
ひ
き
た
か
へ 
 
 
 
 
 
 
 
 
３
侍
ら
は
つ
ら
く
お
も
は
れ
ん
を
猶
ほ
け
〳
〵 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
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し
き
人
の
神
か
け
て
聞
え
ひ
か
め
給
ふ
な
め
り 
 
 
 
 
 
 
 
５
や
と
と
き
き
か
す
お
い
さ
り
〳
〵
と
う
な
つ
き
て 
 
 
 
 
 
 
６
お
か
し
き
御
く
ち
か
な
な
に
か
し
ら
ゐ
中
ひ
た
り 
 
 
 
 
 
 
７
・
１
〜
２　
む
す
め
た
ち
は
﹇
断
﹈﹇
三
﹈﹇
肖
﹈
│
む
す
め
た
ち
﹇
大
﹈
・
４　
侍
ら
は
つ
ら
く
﹇
断
﹈
│ 【
青
表
紙
本
】
い
つ
ら
は
﹇
大
﹈、
は
へ
ら
は
﹇
横
﹈﹇
池
﹈、
は
へ
ら
は
◦
つ
ら
く
イ﹇
三
﹈、
は
つ
ら
く
﹇
肖
﹈
【
河
内
本
】
つ
ら
く
﹇
河
﹈【
別
本
】
か
つ
は
つ
ら
く
も
﹇
陽
﹈
・
７　
御
く
ち
﹇
断
﹈
│
御
く
ち
つ
き
﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
肖
﹈
断
簡
Ｃ　
大
垣
博
氏
所
蔵
〈
七
三
二
頁
・
七
行
目
〜
一
一
行
目
〉
縦
一
六
・
〇
糎
×
横
一
一
・
九
糎
。
本
文
七
行
書
き
。
字
高
、
平
均
一
二
・
八
糎
。
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
、
平
均
一
九
・
四
字
。
極
札
表
「
轉
法
輪
殿
公
敦
公
い
つ
ゝ
ひ
か
せ
（「
琴
山
」・
黒
方
印
）」。
極
札
裏
「
い
つ
ゝ
ひ
か
せ
て
切　
辰
八
（「
栄
」・
黒
楕
円
印
）」。
鑑
定
家
、
古
筆
本
家
二
代
了
栄
（
一
六
〇
七
│
一
六
七
八
）。
辰
八
＝
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
八
月
、
了
栄
、
五
七
歳
の
時
か５
。
料
紙
、
楮
紙
。（
図
版
２
）
い
つ
ゝ
ひ
か
せ
て
い
み
し
く
忍
ひ
や
つ
し
た
れ
共
き 
 
 
 
 
 
１
よ
け
な
る
男
共
な
と
も
あ
り
ほ
う
し
は
せ
め
て
爰 
 
 
 
 
 
 
２
に
や
と
さ
ま
ほ
し
く
し
て
か
し
ら
か
き
あ
り
く
い 
 
 
 
 
 
 
３
と
お
し
け
れ
と
又
や
と
り
か
へ
む
も
さ
ま
あ
し 
 
 
 
 
 
 
 
４
─　　─52
く
わ
つ
ら
は
し
け
れ
は
人
々
は
お
く
に
い
り
か
ほ
に
か
く 
 
 
 
５
し
な
と
し
て
か
た
へ
は
か
た
つ
か
た
に
よ
り
ぬ
せ
し 
 
 
 
 
 
６
や
う
な
と
へ
た
て
ゝ
お
は
し
ま
す
こ
の
く
る
人
も 
 
 
 
 
 
 
７
・
１　
や
つ
し
た
れ
共
﹇
断
﹈﹇
三
﹈
│
や
つ
し
た
れ
と
﹇
大
﹈﹇
肖
﹈
・
２　
な
と
も
﹇
断
﹈﹇
三
﹈
│
な
と
﹇
大
﹈﹇
肖
﹈
・
５　
か
ほ
に
﹇
断
﹈
│
ほ
か
に
﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
肖
﹈
・
７　
へ
た
て
ゝ
﹇
断
﹈
│
ひ
き
へ
た
て
ゝ
﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
肖
﹈
断
簡
Ｄ　
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
〈
七
四
一
頁
・
三
行
目
〜
七
行
目
〉
縦
一
六
・
〇
糎
×
横
一
三
・
二
糎
。
本
文
七
行
書
き
。
字
高
、
平
均
一
二
・
七
糎
。
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
、
平
均
一
七
・
八
字
。
極
札
表
「
轉
法
輪
殿
公
敦
公
つ
ゝ
け
ら
れ
（「
琴
山
」・
黒
方
印
）」。
極
札
裏
「
つ
ゝ
け
ら
れ
て
切　
丑
八
（「
栄
」・
黒
楕
円
印
）」。
鑑
定
家
、
古
筆
本
家
二
代
了
栄
（
一
六
〇
七
│
一
六
七
八
）。
丑
八
＝
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
八
月
、
了
栄
、
五
四
歳
の
時
か６
。
断
簡
裏
左
上
部
「
轉
法
輪
殿
公
敦
公
」（
□
は
、
剥
が
し
痕
）。
料
紙
、
楮
紙
。（
図
版
３
）
つ
ゝ
け
ら
れ
て
人
な
み
〳
〵
な
ら
ん
事
も
あ
り 
 
 
 
 
 
 
 
１
か
た
き
事
と
思
ひ
し
つ
め
み
つ
る
を
こ
の
人
の 
 
 
 
 
 
 
 
２
物
語
の
つ
い
て
に
ち
ゝ
お
と
ゝ
の
御
あ
り
さ
ま 
 
 
 
 
 
 
 
３
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は
ら
〳
〵
の
な
に
に
と
も
有
ま
し
き
御
事
も 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
み
な
物
め
か
し
な
し
た
て
給
を
き
け
は
か
ゝ
る 
 
 
 
 
 
 
 
５
し
た
草
た
の
も
し
く
は〻そ
お
ほ
し
な
り
ぬ
る
い 
 
 
 
 
 
 
 
 
６
つ
と
て
も
か
た
み
に
や
と
る
所
も
と
ひ
か
は
し
て 
 
 
 
 
 
 
７
※
６
行
目
「
は
（
字
母
「
者
」）」
に
見
せ
消
ち
符
号
が
あ
り
、「
そ
」
傍
書
。
・
１　
人
な
み
〳
〵
﹇
断
﹈﹇
大
﹈﹇
三
﹈
│
な
み
〳
〵
﹇
肖
﹈
・
２　
思
ひ
し
つ
め
み
つ
る
を
﹇
断
﹈
│
お
も
ひ
し
つ
み
つ
る
を
﹇
大
﹈﹇
肖
﹈、
お
も
ひ
し
つ
め
つ
る
を
﹇
三
﹈
・
４　
な
に
に
と
も
﹇
断
﹈
│
な
に
と
も
﹇
大
﹈﹇
肖
﹈、
な
に
とにイ
も
﹇
三
﹈
・
６　
た
の
も
し
く
はそ
﹇
断
﹈
│
た
の
も
し
く
そ
﹇
諸
本
﹈
断
簡
Ｅ　
『
京
王
百
貨
店
新
宿
店
新
春
蔵
開
き
第
２
回
古
書
市
出
品
目
録
抄
』〈
七
四
九
頁
・
九
行
目
〜
一
三
行
目
〉
縦
一
五
・
六
糎
×
横
一
二
・
〇
糎
。
本
文
七
行
書
き
。
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
、
平
均
二
〇
・
二
字
。
極
札
表
「
轉
法
輪
殿
公
敦
公
へ
き
人
は
心
こ
と
に
（「
琴
山
」・
黒
方
印
）」。
鑑
定
家
、
古
筆
本
家
二
代
了
栄
（
一
六
〇
七
│
一
六
七
八
）。
料
紙
、
楮
紙
か
。
へ
き
人
は
心
こ
と
に
こ
そ
と
わ
ら
ひ
給
て
ひ
さ
し 
 
 
 
 
 
 
１
な
る
お
ま
し
に
ついゐ
給
て
火
こ
そ
い
と
け
さ
う
ひ
た
る 
 
 
 
 
２
心
ち
す
れ
お
や
の
か
ほ
は
ゆ
か
し
き
物
と
こ
そ
き
け 
 
 
 
 
 
３
─　　─54
さ
も
お
ほ
さ
ぬ
か
と
て
き
丁
す
こ
し
を
し
や
り
給 
 
 
 
 
 
 
４
わ
り
な
く
は
つ
か
し
け
れ
は
そ
は
み
て
お
は
す
る
や
う 
 
 
 
 
５
た
い
な
と
い
と
め
や
す
く
て
今
す
こ
し
ひ
か
り
見
せ
む 
 
 
 
 
６
や
あ
ま
り
心
に
く
し
や
と
の
給
へ
は
右
近
か
ゝ
け
て 
 
 
 
 
 
７
※
２
行
目
、「
つ
ゐ
」
に
、「
い
」
傍
書
。
・
２　
ついゐ
給
て
﹇
断
﹈
│
つ
い
ゐ
給
て
﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
肖
﹈
・
６　
め
や
す
く
て
﹇
断
﹈﹇
三
﹈
│
め
や
す
く
み
ゆ
れ
は
う
れ
し
く
て
﹇
大
﹈﹇
肖
﹈
・
７　
心
に
く
し
や
﹇
断
﹈﹇
三
﹈
│
心
に
く
し
﹇
大
﹈﹇
肖
﹈
断
簡
Ｆ　
大
垣
博
氏
所
蔵
〈
右
、
七
五
一
頁
・
七
行
目
〜
八
行
目
／
左
、
七
五
六
頁
・
一
〇
行
目
〜
一
一
行
目
〉
縦
一
五
・
五
糎
×
横
八
・
五
糎
。
本
文
、
右
面
に
二
行
、
中
央
部
に
綴
じ
目
の
空
白
が
あ
り
、
左
面
に
二
行
。
字
高
、
平
均
一
二
・
八
糎
。
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
は
、
右
面
二
行
が
平
均
二
〇
・
〇
字
、
左
面
二
行
が
平
均
二
一
・
〇
字
。
一
行
目
、
和
歌
一
字
下
げ
。
極
札
表
「
轉
法
輪
殿
公
敦
公
こ
ひ
わ
た
る
（「
養
心
」・
朱
方
印
）」。
鑑
定
家
、
神
田
家
。
料
紙
、
楮
紙
。（
図
版
４
）
　
こ
ひ
わ
た
る
身
は
そ
れ
な
れ
と
玉
か
つ
ら
い
か
な
る
筋 
 
 
 
１
を
た
つ
ね
き
つ
ら
ん
哀
と
や
か
て
ひ
と
り
こ
ち
給 
 
 
 
 
 
 
２
（
約
三
糎
分
空
白
）
伝
三
条
公
敦
筆
源
氏
物
語
断
簡
考
─　　─55
か
ら
ぬ
事
也
何
事
も
い
と
つ
き
な
か
ら
ん
は
く
ち
お
し 
 
 
 
 
３
か
ら
む
た
ゝ
心
の
筋
を
た
ゝ
よ
は
し
か
ら
す
も
て
し
つ 
 
 
 
 
４
・﹇
断
﹈
と
、﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
肖
﹈
と
の
間
に
顕
著
な
異
同
な
し
。
断
簡
Ｇ　
久
曾
神
昇
編
『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）〈
右
、
七
五
二
頁
・
四
行
目
〜
五
行
目
／
左
、
七
五
五
頁
・
一
二
行
目
〜
一
三
行
目
〉
縦
一
六
・
〇
糎
×
横
一
一
・
五
糎
。
本
文
、
右
面
に
三
行
、
中
央
部
に
綴
じ
目
の
空
白
部
が
あ
り
、
左
面
に
三
行
。
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
は
、
右
面
三
行
が
平
均
一
九
・
三
字
、
左
面
三
行
が
平
均
二
〇
・
三
字
。
極
札
表
「
轉
法
輪
殿
公
敦
公
そ
う
な
る
（「
琴
山
」・
黒
方
印
）」。
鑑
定
家
、
古
筆
本
家
六
代
了
音
（
一
六
七
四
│
一
七
二
五
）
か
。
料
紙
、
楮
紙
か
。
そ
う
な
る
は
事
も
お
こ
た
り
ぬ
へ
し
と
て
こ
な
た
の 
 
 
 
 
 
１
け
い
し
共
さ
た
め
あ
る
へ
き
事
共
を
き
て
さ
せ
給
ふ 
 
 
 
 
 
２
豊
後
の
す
け
も
な
り
ぬ
年
こ
ろ
ゐ
中
ひ
し
つ
み 
 
 
 
 
 
 
 
３
（
約
三
糎
分
空
白
）
ぬ
み
も
し
そ
か
し
昔
の
け
そ
う
の
お
か
し
き
い
と
み 
 
 
 
 
 
４
に
は
あ
た
人
と
い
ふ
い
つ
も
し
を
や
す
め
と
こ
ろ
に
う 
 
 
 
 
５
ち
を
き
て
こ
と
の
は
の
つ
ゝ
き
た
よ
り
あ
る
心
ち
す 
 
 
 
 
 
６
─　　─56
・﹇
断
﹈
と
、﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
肖
﹈
と
の
間
に
顕
著
な
異
同
な
し
。
断
簡
Ｈ　
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
〈
右
、
七
五
五
頁
・
一
〇
行
目
〜
一
二
行
目
／
左
、
七
五
二
頁
・
五
行
目
〜
七
行
目
〉
縦
一
六
・
〇
糎
×
横
一
一
・
二
糎
。
本
文
、
右
面
に
三
行
、
中
央
部
に
綴
じ
目
の
空
白
部
が
あ
り
、
左
面
に
三
行
。
字
高
、
右
面
が
平
均
一
二
・
八
糎
、
左
面
が
平
均
一
二
・
九
糎
。
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
は
、
右
面
三
行
が
平
均
二
〇
・
六
字
、
左
面
三
行
が
平
均
二
一
・
三
字
。
極
札
な
し
。
断
簡
裏
右
上
部
に
「
本
ト
（
マ
マ
）
　
久
我
道
前
」、
左
上
部
に
「
公
親敦
」（「
親
」
に
見
せ
消
ち
、「
敦
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
）
と
墨
書
、
左
下
部
に
井
狩
源
右
衛
門
の
極
印
（
黒
方
印
）。
料
紙
、
楮
紙
。（
図
版
５
）
た
る
こ
と
の
は
に
ゆ
る
き
給
は
ぬ
こ
そ
ね
た
き
事
は 
 
 
 
 
 
１
は
た
あ
れ
人
の
な
か
な
る
こ
と
を
お
り
ふ
し
お
ま
へ
な
と
の 
 
 
２
わ
さ
と
あ
る
哥
よ
み
の
中
に
て
は
ま
と
ゐ
は
な
れ 
 
 
 
 
 
 
３
（
約
三
糎
分
空
白
）
た
り
し
心
ち
に
俄
に
名
残
な
く
い
か
て
か
か
り
に
て
も 
 
 
 
 
４
立
出
み
る
へ
き
よ
す
か
な
く
覚
え
し
お
ほ
と
の
ゝ
う
ち 
 
 
 
 
５
を
朝
夕
に
出
入
な
ら
し
人
を
し
た
か
へ
こ
と
お
こ
な
ふ
身 
 
 
 
６
・
４　
心
ち
に
﹇
断
﹈﹇
大
﹈﹇
三
﹈
│
心
ち
﹇
肖
﹈
伝
三
条
公
敦
筆
源
氏
物
語
断
簡
考
─　　─57
・
４　
名
残
な
く
﹇
断
﹈﹇
三
﹈
│
な
こ
り
も
な
く
﹇
大
﹈﹇
肖
﹈
断
簡
Ｉ　
徳
川
黎
明
会
編
『
徳
川
黎
明
会
叢
書　
古
筆
手
鑑
篇
三　
藁
叢
・
桃
江
・
文
車
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
八
月
）
所
収
、
古
筆
手
鑑
「
桃
江
」〈
七
五
三
頁
・
一
〇
行
目
〜
一
四
行
目
〉
縦
一
五
・
九
糎
×
横
一
二
・
二
糎
。
本
文
七
行
書
き
。
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
は
、
平
均
二
〇
・
〇
字
。
極
札
表
「
轉
法
輪
殿
公
敦
公
ひ
て
お
は
す
（「
琴
山
」・
黒
方
印
）」。
鑑
定
家
、
古
筆
本
家
二
代
了
栄
（
一
六
〇
七
│
一
六
七
八
）。
料
紙
、
楮
紙
か
。
ひ
て
お
は
す
こ
う
は
い
の
い
と
も
ん
う
き
た
る
ゑ
ひ
そ 
 
 
 
 
１
め
の
御
こ
う
ち
き
い
ま
や
う
色
の
い
と
す
く
れ
た
る 
 
 
 
 
 
２
と
か
の
御
れ
う
さ
く
ら
の
ほ
そ
な
か
に
つ
や
ゝ
か
な 
 
 
 
 
 
３
る
か
い
ね
り
と
り
そ
へ
て
は
姫
君
の
御
れ
う
也
あ
さ 
 
 
 
 
 
４
は
な
た
の
か
い
ふ
の
を
り
物
を
り
さ
ま
な
ま
め
き 
 
 
 
 
 
 
５
た
れ
と
に
ほ
ひ
や
か
な
ら
ぬ
に
い
と
こ
き
か
い
ね
り 
 
 
 
 
 
６
く
し
て
夏
の
御
か
た
に
く
も
り
な
く
あ
か
き
に
山
吹 
 
 
 
 
 
７
・
３　
と
﹇
断
﹈
│
と
は
﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
肖
﹈
─　　─58
【
若
菜
下
巻
】
断
簡
Ｊ　
早
稲
田
大
学
図
書
館　
九
曜
文
庫
蔵
〈
一
一
二
八
頁
・
一
〇
行
目
〜
一
一
二
九
頁
・
三
行
目
〉
縦
一
五
・
五
糎
×
横
一
八
・
〇
糎
。
本
文
一
〇
行
書
き
。
字
高
、
平
均
一
三
・
一
糎
。
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
は
、
平
均
二
一
・
五
字
。
た
だ
し
、
５
行
目
の
和
歌
は
、
字
高
と
一
行
当
た
り
の
平
均
文
字
数
の
算
出
に
含
め
て
い
な
い
。
５
行
目
、
和
歌
一
字
下
げ
。
極
札
表
「
轉
法
輪
殿
公
敦
公
（「
琴
山
」・
黒
方
印
）」。
鑑
定
家
は
、
極
札
表
に
本
文
冒
頭
数
文
字
の
書
き
出
し
が
な
く
、
極
札
裏
に
記
載
事
項
が
な
い
こ
と
、
及
び
筆
蹟
よ
り
判
断
す
る
と
、
古
筆
本
家
初
代
了
佐
（
一
五
七
二
〜
一
六
六
二
）。
料
紙
、
楮
紙
。
汚
れ
・
虫
損
あ
り
。（
図
版
６
）
つ
は
れ
よ
り
臥
む
つ
る
ゝ
を
ま
め
や
か
に
う
つ
く
し
と 
 
 
 
 
１
お
も
ふ
い
と
い
た
く
な
か
め
て
は
し
ち
か
く
よ
り
臥
給 
 
 
 
 
２
へ
る
に
き
て
ね
う
〳
〵
と
い
と
ら
う
た
け
に
な
け
は
か 
 
 
 
 
３
き
な
て
ゝ
う
た
て
も
す
ゝ
む
る
か
な
と
ほ
ゝ
ゑ
ま
る 
 
 
 
 
 
４
　
戀
わ
ふ
る
人
の
か
た
み
と
手
な
ら
せ
は
な
れ
よ
な
に
と 
 
 
 
５
て
啼
ね
な
る
ら
ん
是
も
昔
の
契
り
に
や
と
か
ほ
を
み
つ
ゝ 
 
 
 
６
の
給
へ
は
い
よ
〳
〵
ら
う
た
け
に
な
く
を
ふ
と
こ
ろ
に
い 
 
 
 
７
れ
て
詠
ゐ
給
へ
り
こ
た
ち
な
と
は
あ
や
し
く
俄
な
る
ね
こ 
 
 
 
８
の
時
め
く
か
な
か
や
う
な
る
物
み
い
れ
給
は
ぬ
御
心
に
と 
 
 
 
９
と
か
め
け
り
宮
よ
り
め
す
に
も
ま
い
ら
せ
す
取
こ
め
て 
 
 
 
 
10
伝
三
条
公
敦
筆
源
氏
物
語
断
簡
考
─　　─59
※
□
…
虫
損
。
・
４　
す
ゝ
む
る
﹇
断
﹈
│
す
ゝ
む
﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
証
﹈﹇
肖
﹈、
す
ゝ
むル
﹇
明
﹈
断
簡
Ｋ　
『
善
光
寺
本
坊　
大
勧
進
寳
物
集
』
刊
行
会
『
善
光
寺
本
坊　
大
勧
進
寳
物
集
』（
郷
土
出
版
社
、
一
九
九
九
年
四
月
）。〈
一
一
四
六
頁
・
四
行
目
〜
九
行
目
〉
縦
一
五
・
一
糎
×
横
一
二
・
七
糎
。
本
文
七
行
書
き
。
字
高
、
平
均
一
三
・
三
糎
。
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
、
平
均
二
一
・
〇
字
。
極
札
表
「
轉
法
輪
殿
公
敦
公
有
か
た
き
（「
幽
碩
」・
黒
方
印
）」。
鑑
定
家
、
古
筆
本
家
二
代
了
栄
の
門
人
で
あ
る
末
田
幽
磧
（
生
没
年
未
詳
）。
料
紙
、
楮
紙
。
貼
り
交
ぜ
屏
風
に
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。（
図
版
７
）
有
か
た
き
御
い
と
ま
を
只
し
は
し
と
聞
え
給
て
ま
か 
 
 
 
 
 
１
て
給
へ
り
み
こ
二
所
お
は
す
る
を
又
も
け
し
き
は
み
給
て 
 
 
 
２
い
つ
月
は
か
り
に
そ
成
給
へ
れ
は
神
わ
さ
な
と
に
こ
と 
 
 
 
 
３
つ
け
て
お
は
し
ま
す
成
け
り
十
一
月
過
し
て
ま
い
り 
 
 
 
 
 
４
給
へ
き
御
せ
う
そ
こ
う
ち
し
き
り
あ
れ
と
か
ゝ
る
つ
い 
 
 
 
 
５
て
に
か
く
よ
な
〳
〵
の
御
あ
そ
ひ
を
う
ら
山
し
く
な
と 
 
 
 
 
６
て
わ
れ
に
つ
た
へ
給
は
さ
り
け
ん
と
て
つ
ら
く
思
ひ
聞
え 
 
 
 
７
・
４　
十
一
月
﹇
断
﹈﹇
大
﹈﹇
証
﹈
│ 【
青
表
紙
本
】
十
一
日
﹇
三
﹈﹇
明
﹈、
十
一
日
（
月
イ
）﹇
肖
﹈
─　　─60
【
河
内
本
】
し
は
す
な
り
け
り
十
一
日
﹇
諸
本
﹈
・
４　
過
し
て
﹇
断
﹈
│
す
く
し
て
は
﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
明
﹈﹇
証
﹈﹇
肖
﹈
・
６　
か
く
﹇
断
﹈
│
か
く
お
も
し
ろ
き
﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
明
﹈﹇
証
﹈﹇
肖
﹈
・
６　
よ
な
〳
〵
﹇
断
﹈﹇
証
﹈﹇
肖
﹈
│
よ
る
〳
〵
﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
明
﹈
・
７　
と
て
﹇
断
﹈
│
と
﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
明
﹈﹇
証
﹈﹇
肖
﹈
二　
本　
文
　
本
文
の
検
討
に
つ
い
て
先
に
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
当
該
断
簡
の
本
文
の
う
ち
玉
鬘
巻
断
簡
は
、
現
存
伝
本
の
な
か
で
も
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
に
、
一
方
、
若
菜
下
巻
断
簡
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
証
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
大
局
的
に
近
い
本
文
を
有
す
る
。
以
下
、
具
体
的
に
本
文
の
分
析
を
行
う
。
　
断
簡
Ａ
（
玉
鬘
巻
）
の
４
〜
５
行
目
「
ひ
さ
し
う
」
は
、﹇
大
﹈﹇
三
﹈
と
同
じ
で
あ
り
、﹇
肖
﹈
で
は
「
ひ
さ
し
く
」
と
あ
る
。
そ
の
他
、
青
表
紙
本
諸
本
の
間
に
大
き
な
異
同
は
み
ら
れ
な
い
。
　
断
簡
Ｂ
（
玉
鬘
巻
）
の
１
〜
２
行
目
「
む
す
め
た
ち
は
」
は
、﹇
三
﹈﹇
肖
﹈
と
同
じ
で
あ
り
、﹇
大
﹈
は
「
む
す
め
た
ち
」
と
あ
る
。
３
〜
４
行
目
「
侍
ら
は
つ
ら
く
」
は
、﹇
三
﹈
で
は
、「
は
へ
ら
は
」
の
直
後
に
補
入
記
号
が
あ
り
、
異
文
注
記
と
し
て
「
つ
ら
く
イ
」
が
傍
書
さ
れ
て
お
り
、﹇
大
﹈
は
、「
い
つ
ら
は
」
と
あ
る
。
七
行
目
「
御
く
ち
」
は
、﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
肖
﹈
で
は
「
御
く
ち
つ
き
」
と
あ
る
。
断
簡
本
文
で
は
、「
御
く
ち
つ
き
」
の
「
つ
き
」
が
誤
脱
し
た
か
。
　
断
簡
Ｃ
（
玉
鬘
巻
）
の
１
行
目
「
や
つ
し
た
れ
共
」
は
、﹇
三
﹈
と
同
じ
で
あ
り
、﹇
大
﹈﹇
肖
﹈
で
は
「
や
つ
し
た
れ
と
」
と
あ
る
。
２
行
目
「
な
と
も
」
は
、﹇
三
﹈
と
同
じ
で
あ
り
、﹇
大
﹈
で
は
「
な
と
」
と
あ
る
。
５
行
目
「
か
ほ
に
」
は
、﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
肖
﹈
で
は
、「
ほ
伝
三
条
公
敦
筆
源
氏
物
語
断
簡
考
─　　─61
か
に
」
と
あ
る
。
断
簡
本
文
は
、
本
来
「
ほ
か
に
」
と
あ
る
べ
き
箇
所
を
「
か
ほ
に
」
と
本
文
転
訛
し
た
か
。
７
行
目
「
へ
た
て
ゝ
」
は
、
﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
肖
﹈
の
い
ず
れ
も
「
ひ
き
へ
た
て
ゝ
」
と
あ
る
。
　
断
簡
Ｄ
（
玉
鬘
巻
）
の
２
行
目
「
思
ひ
し
つ
め
み
つ
る
を
」
は
、﹇
三
﹈
で
は
「
お
も
ひ
し
つ
め
つ
る
を
」
と
あ
り
、﹇
大
﹈
で
は
「
も
ひ
し
つ
み
つ
る
を
」
と
あ
る
。
４
行
目
「
な
に
に
と
も
」
は
、﹇
三
﹈
で
は
、「
な
に
と
も
」
に
異
文
注
記
と
し
て
「
に
イ
」
と
傍
書
さ
れ
て
お
り
、「
な
に
に
と
も
」
と
い
う
本
文
を
有
す
る
異
本
（
あ
る
い
は
他
本
）
が
示
さ
れ
る
。﹇
大
﹈﹇
肖
﹈
で
は
、「
な
に
と
も
」
と
あ
る
。
　
断
簡
Ｅ
（
玉
鬘
巻
）
の
６
行
目
「
め
や
す
く
て
」
は
、﹇
大
﹈﹇
肖
﹈
で
は
、「
め
や
す
く
み
ゆ
れ
は
う
れ
し
く
て
」、
そ
れ
に
対
し
て
﹇
三
﹈
で
は
、「
め
や
す
く
て
」
と
あ
り
、
断
簡
本
文
と
一
致
す
る
。
７
行
目
「
心
に
く
し
や
」
も
﹇
三
﹈
と
同
じ
で
あ
り
、﹇
大
﹈﹇
肖
﹈
で
は
、「
心
に
く
し
」
と
あ
る
。
　
断
簡
Ｆ
（
玉
鬘
巻
）、
断
簡
Ｇ
（
玉
鬘
巻
）
は
、﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
肖
﹈
と
の
間
に
顕
著
な
異
同
は
み
ら
れ
な
い
。
　
断
簡
Ｈ
（
玉
鬘
巻
）
の
４
行
目
「
名
残
な
く
」
は
、﹇
三
﹈
と
同
じ
で
あ
り
、﹇
大
﹈﹇
肖
﹈
で
は
、「
な
こ
り
も
な
く
」
と
あ
る
。
　
断
簡
Ｉ
（
玉
鬘
巻
）
の
３
行
目
「
と
」
は
、﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
肖
﹈
で
は
、「
と
は
」
と
あ
る
。
以
上
ま
で
が
、
玉
鬘
巻
の
断
簡
本
文
で
あ
る
。
　
次
に
、
若
菜
下
巻
の
断
簡
本
文
を
分
析
す
る
。
断
簡
Ｊ
（
若
菜
下
巻
）
の
４
行
目
「
す
ゝ
む
る
」
は
、﹇
大
﹈﹇
三
﹈﹇
証
﹈﹇
肖
﹈
で
は
、
「
す
ゝ
む
」
と
あ
る
の
に
対
し
、﹇
明
﹈
で
は
、「
す
ゝ
む
」
の
傍
書
と
し
て
「
ル
」
が
補
入
さ
れ
て
い
る
。
　
断
簡
Ｋ
（
若
菜
下
巻
）
の
４
行
目
「
十
一
月
」
は
、﹇
三
﹈﹇
明
﹈
な
ど
青
表
紙
本
諸
本
の
多
く
で
は
、「
十
一
日
」
と
あ
る
が
、﹇
大
﹈﹇
証
﹈
で
は
断
簡
本
文
と
同
じ
く
「
十
一
月
」
と
あ
り
、﹇
肖
﹈
で
は
、「
十
一
日
」
に
「
月
イ
」
と
異
文
注
記
が
み
ら
れ
る
。
河
内
本
の
多
く
の
諸
本
で
は
、「
し
は
す
な
り
け
り
十
一
日
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
十
一
月
」
や
「
十
一
日
」
の
記
述
は
、
一
二
月
一
一
日
に
催
さ
れ
る
神じん
今ご
食じき
と
い
う
天
照
大
神
を
祭
る
神
事
を
示
し
て
い
る
。
４
行
目
「
過
し
て
」
は
、
諸
本
は
「
す
く
し
て
は
」
と
あ
る
。
６
行
目
「
か
く
」
は
、
青
表
紙
本
諸
本
「
か
く
お
も
し
ろ
き
」
と
あ
り
、
断
簡
本
文
は
「
お
も
し
ろ
き
」
が
脱
落
し
て
い
る
。
６
行
目
「
よ
な
〳
〵
」
は
、
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青
表
紙
本
の
多
く
「
よ
る
〳
〵
」
だ
が
、﹇
証
﹈﹇
肖
﹈
な
ど
は
、「
よ
な
〳
〵
」
と
あ
り
、
断
簡
本
文
と
一
致
す
る
。﹇
証
﹈
の
影
印
で
は
、
「
な
」
と
「
る
」
と
の
字
形
が
近
似
し
て
い
る
が７
、「
よ
る
〳
〵
」
の
本
文
と
、「
よ
な
〳
〵
」
の
本
文
と
を
有
す
る
伝
本
が
そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
こ
と
か
ら
、
単
純
に
本
文
の
転
訛
と
は
判
断
で
き
な
い
。
ま
た
、
７
行
目
「
と
て
」
は
、
諸
本
「
と
」
と
あ
る
。
断
簡
Ｊ
本
文
は
、
４
行
目
「
十
一
月
」、
６
行
目
「
夜
な
〳
〵
」
が
、﹇
証
﹈
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
他
の
断
簡
本
文
の
よ
う
に
﹇
三
﹈
に
近
い
本
文
を
持
つ
と
は
言
い
難
い
。
上
記
二
箇
所
の
特
徴
的
な
異
同
か
ら
判
断
す
る
と
、
若
菜
下
巻
断
簡
Ｊ
の
本
文
は
、
現
存
伝
本
の
中
で
も
﹇
証
﹈
の
本
文
に
近
い
。
　
分
析
の
結
果
、
当
該
断
簡
の
う
ち
玉
鬘
巻
断
簡
本
文
は
、
大
局
的
に
は
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
に
近
い
本
文
で
あ
り
、
と
り
わ
け
断
簡
Ｂ
・
Ｄ
に
て
先
述
し
た
ご
と
く
、
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
に
み
ら
れ
た
異
文
注
記
を
本
文
と
し
て
有
す
る
伝
本
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
た
だ
し
、
先
に
確
認
し
た
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
の
異
文
注
記
を
本
文
に
有
す
る
現
存
伝
本
は
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。
一
方
、
若
菜
下
巻
で
は
、
断
簡
Ｊ
の
校
異
の
情
報
は
限
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
断
簡
Ｋ
の
異
同
に
関
し
て
は
、
断
簡
本
文
「
十
一
月
」、
「
よ
な
〳
〵
」
等
の
伝
本
間
で
の
異
同
を
鑑
み
る
と
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
証
本
に
相
対
的
に
近
い
本
文
と
判
断
で
き
る
。
若
菜
下
巻
断
簡
は
、
玉
鬘
巻
断
簡
の
場
合
と
は
異
な
り
、
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
本
文
と
の
異
同
も
や
や
顕
著
で
あ
る
。
　
い
ず
れ
に
し
て
も
当
該
断
簡
は
、
玉
鬘
巻
と
若
菜
下
巻
と
の
二
巻
の
み
の
確
認
に
と
ど
ま
り
、
全
体
的
な
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
概
括
的
に
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
存
伝
本
の
校
異
を
鑑
み
る
と
、
少
な
く
と
も
断
簡
本
文
は
巻
毎
に
若
干
異
な
る
性
格
を
有
す
る
可
能
性
は
指
摘
し
う
る
。
三　
筆　
蹟
　
本
節
で
は
、
当
該
断
簡
と
、
公
敦
筆
と
さ
れ
る
写
本
や
短
冊
の
筆
蹟
・
書
体
等
を
比
較
す
る
こ
と
で
断
簡
が
公
敦
の
真
筆
と
し
て
認
定
伝
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可
能
か
否
か
を
検
証
す
る
。
　
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
に
三
条
公
敦
筆
『
僻
案
抄
』（
請
求
番
号
九
一
│
ト
三
七
│
一
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
写
本
は
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
の
書
写
奥
書
と
、
文
明
一
二
年
（
一
四
八
〇
）
の
校
合
奥
書
を
有
し
、
公
敦
の
花
押
を
も
有
す
る
の
で
、
公
敦
の
筆
蹟
の
第
一
次
資
料
と
な
り
う
る
（
図
版
８
）。
前
者
の
奥
書
は
、
公
敦
が
都
に
在
る
時
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
周
防
国
に
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
公
敦
は
、『
公
卿
補
任
』
や
『
実
隆
公
記
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
文
明
一
一
年
（
一
四
七
九
）
四
月
に
周
防
国
に
下
り
、
そ
れ
以
後
、
大
内
政
弘
と
の
文
化
的
交
流
が
顕
著
と
な
る
が
、
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
の
政
弘
没
後
、
公
敦
の
活
動
の
記
事
が
み
ら
れ
な
く
な
る
。
公
敦
の
和
歌
事
績
を
は
じ
め
と
す
る
文
学
と
の
関
わ
り
や
、
大
内
政
弘
等
と
の
人
物
交
流
に
つ
い
て
は８
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
改
め
て
稿
を
用
意
し
た
い
。
　
最
初
に
、
公
敦
筆
『
僻
案
抄
』（
図
版
９
）
と
公
敦
筆
短
冊
（
図
版
10
）
と
の
筆
蹟
を
確
認
し
た
い
。
具
体
的
に
数
文
字
取
り
上
げ
て
両
者
の
筆
蹟
を
比
較
し
て
み
る
と
、
字
体
や
書
き
癖
に
共
通
点
が
見
出
せ
る
。
・
図
版
９
（『
僻
案
抄
』
上
か
ら
「
春
」（
３
行
目
）、「
や
」（
３
行
目
）、「
は
（
者
）」（
７
行
目
）「
ふ
（
婦
）」（
11
行
目
）
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こ
の
よ
う
に
公
敦
筆
短
冊
と
『
僻
案
抄
』
と
の
筆
蹟
は
、
同
筆
と
判
断
で
き
る
。
尚
、
上
記
の
短
冊
以
外
の
公
敦
筆
短
冊
を
幾
葉
か
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
も
同
様
の
判
断
が
で
き
そ
う
で
あ
る９
。
し
た
が
っ
て
、
公
敦
の
筆
蹟
を
考
え
る
上
で
、
こ
れ
ら
典
籍
に
み
ら
れ
る
筆
蹟
が
第
一
の
基
準
と
な
り
う
る
。
　
で
は
、
次
に
当
該
断
簡
と
公
敦
筆
『
僻
案
抄
』
と
の
特
徴
的
な
字
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
、
筆
蹟
を
比
較
検
討
し
て
み
た
い
。
例
え
ば
、
「
ひ
」
の
字
の
場
合
。『
僻
案
抄
』
で
は
、
転
折
部
か
ら
上
方
に
向
か
っ
て
線
質
が
細
く
な
っ
て
い
き
、
再
度
下
方
に
向
か
う
際
、
線
質
は
太
く
な
る
。
ま
た
『
僻
案
抄
』
の
「
ひ
」
の
字
の
多
く
は
、
下
の
字
と
の
連
綿
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
ず
、
一
度
筆
を
離
し
て
い
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。
一
方
、
断
簡
で
は
、
起
筆
の
線
質
は
太
く
、
左
斜
め
下
方
に
や
や
筆
を
向
け
た
後
、
下
方
に
運
筆
す
る
。
転
折
部
か
ら
上
方
に
向
か
う
が
線
質
の
太
さ
は
一
定
し
て
い
る
。
収
筆
で
連
綿
を
意
識
し
て
か
、
左
下
方
に
向
け
運
筆
す
る
。
・
図
版
10
（
短
冊
、
上
か
ら
「
春
」、「
や
」、「
は
（
者
）」、「
ふ
（
婦
）」）
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次
に
「
也
」
の
字
の
場
合
。『
僻
案
抄
』
で
は
、
収
筆
に
向
か
う
際
、
右
方
に
や
や
伸
ば
す
傾
向
が
あ
る
。
一
方
、
断
簡
で
は
、
収
筆
の
際
、
右
上
に
筆
を
上
げ
る
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
運
筆
方
法
に
差
異
が
み
ら
れ
る
。
尚
、
本
稿
に
図
版
は
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
断
簡
Ｉ
・
４
行
目
の
「
也
」
も
同
様
の
特
徴
を
有
す
る
。
・
図
版
９
（『
僻
案
抄
』・
２
行
目
）
・
図
版
２
（
断
簡
Ｃ
・
１
行
目
）
・
図
版
７
（
断
簡
Ｋ
・
６
行
目
）
・
図
版
９
（『
僻
案
抄
』・
４
行
目
）
・
図
版
４
（
断
簡
Ｆ
・
３
行
目
）
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次
に
「
て
」
の
字
の
場
合
。『
僻
案
抄
』
で
は
、
や
や
右
斜
め
上
方
に
上
が
り
、
下
方
部
に
て
横
に
伸
ば
し
て
お
り
、
角
張
っ
た
字
形
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
断
簡
で
は
、『
僻
案
抄
』
と
比
し
て
も
、
右
斜
め
上
方
に
は
上
が
ら
ず
、
字
形
も
細
い
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
両
者
は
、
字
形
の
差
異
が
顕
著
で
あ
る
。
　
最
後
に
「
ら
ん
」
の
場
合
。『
僻
案
抄
』
で
は
、
全
体
的
と
し
て
字
形
に
角
張
っ
た
特
徴
を
見
出
せ
る
が
、「
ら
」
の
転
折
部
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。「
ん
」
は
、
下
部
か
ら
上
方
に
戻
り
、
収
筆
へ
と
向
か
う
。
一
方
、
断
簡
で
は
、
緩
や
か
な
連
綿
体
と
な
り
、「
ん
」
の
字
の
場
合
も
、
下
部
か
ら
上
方
に
は
大
き
く
戻
ら
ず
、
収
筆
へ
と
向
か
う
。
そ
の
他
、
断
簡
Ｆ
の
２
、
３
行
目
の
「
ら
ん
」
も
同
様
の
特
徴
と
認
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
・
図
版
９
（『
僻
案
抄
』・
２
行
目
）
・
図
版
３
（
断
簡
Ｄ
・
７
行
目
）
・
図
版
７
（
断
簡
Ｋ
・
７
行
目
）
・
図
版
９
（『
僻
案
抄
』・
11
行
目
）
・
図
版
３
（
断
簡
Ｄ
・
１
行
目
）
・
図
版
６
（
断
簡
Ｊ
・
６
行
目
）
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当
該
断
簡
の
筆
蹟
は
、
既
に
取
り
上
げ
た
字
以
外
も
含
め
、
一
文
字
の
字
形
や
、
連
綿
に
よ
る
字
形
の
繋
が
り
、
線
質
等
を
勘
案
す
る
と
、『
僻
案
抄
』
と
短
冊
の
筆
蹟
と
同
筆
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
当
該
断
簡
は
、
悉
く
伝
称
筆
者
を
公
敦
と
極
め
ら
れ
て
い
る
が
、
他
の
公
敦
筆
の
典
籍
に
お
け
る
筆
蹟
を
鑑
み
る
と
、
こ
れ
ら
と
当
該
断
簡
が
同
筆
と
は
言
え
そ
う
に
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
断
簡
が
公
敦
の
真
筆
で
な
く
と
も
、
公
敦
監
督
書
写
な
ど
様
々
な
可
能
性
も
想
定
で
き
る
が
、
現
状
で
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。
四　
書
誌
の
検
討
　
本
節
で
は
、
当
該
断
簡
の
書
誌
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
は
、
当
該
断
簡
の
寸
法
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
当
該
断
簡
の
縦
の
長
さ
は
、
玉
鬘
巻
の
場
合
、
断
簡
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｉ
が
縦
約
一
六
糎
、
断
簡
Ａ
・
Ｅ
・
Ｆ
が
縦
約
一
五
・
五
糎
で
あ
る
。
若
菜
下
巻
の
場
合
、
断
簡
Ｊ
が
縦
一
五
・
五
糎
、
断
簡
Ｋ
が
縦
一
五
・
一
糎
で
あ
る
。
縦
の
寸
法
が
微
妙
に
異
な
る
が
、
実
際
に
調
査
を
行
っ
た
断
簡
の
字
高
と
一
行
あ
た
り
の
平
均
文
字
数
と
を
勘
案
す
る
と
、
玉
鬘
巻
で
は
断
簡
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｆ
・
Ｈ
、
若
菜
下
巻
で
は
断
簡
Ｊ
・
Ｋ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ツ
レ
で
あ
る
こ
と
は
認
定
で
き
る
。
　
本
稿
に
取
り
上
げ
た
当
該
断
簡
は
、
二
行
×
二
行
、
三
行
×
三
行
、
五
行
、
七
行
、
一
〇
行
書
き
の
本
文
を
そ
れ
ぞ
れ
に
有
す
る
。
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
裁
断
前
の
断
簡
の
書
形
は
、
横
の
長
さ
が
一
八
・
〇
糎
の
一
〇
行
書
き
の
本
文
を
有
す
る
断
簡
Ｊ
が
、
本
来
の
一
紙
二
丁
四
面
の
う
ち
の
一
面
で
あ
る
と
思
し
い
。
多
数
を
占
め
る
七
行
書
き
本
文
の
断
簡
の
横
の
長
さ
は
平
均
一
二
糎
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
行
あ
た
り
の
長
さ
に
換
算
す
る
と
約
一
・
七
糎
で
あ
る
。
こ
の
平
均
値
一
・
七
糎
を
一
〇
行
分
相
当
に
概
算
す
る
と
約
一
七
糎
と
な
り
、
こ
の
概
算
値
や
断
簡
Ｊ
の
横
の
長
さ
を
勘
案
す
る
と
、
裁
断
前
の
一
紙
半
面
は
、
平
均
一
七
糎
か
ら
一
八
糎
で
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
さ
ら
に
断
簡
Ｆ
と
断
簡
Ｈ
と
の
折
り
目
の
空
白
部
が
約
三
糎
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
裁
断
前
の
一
紙
二
丁
分
あ
た
り
の
横
の
長
さ
は
、
約
三
七
糎
か
ら
三
九
糎
前
後
と
想
定
で
き
る
。
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次
に
料
紙
は
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
る
と
全
体
と
し
て
は
楮
紙
で
あ
り
、
一
部
打
紙
さ
れ
て
い
る
と
思
し
いＡ
。
佐
々
木
孝
浩
が
、「
綴
葉
装
は
紙
の
両
面
を
用
い
る
の
が
原
則
で
あ
る
の
で
、
裏
面
ま
で
墨
が
滲
む
こ
と
の
な
い
、
繊
維
が
極
め
て
短
く
堅
い
「
斐
紙
」
か
、
あ
る
い
は
繊
維
が
長
く
柔
ら
か
い
「
楮
紙
」
を
徹
底
的
に
叩
い
て
密
度
を
濃
く
し
た
「
打
紙
」
を
用
い
て
製
作
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
説
い
た
こ
と
も
参
考
に
な
るＢ
。
　
次
に
当
該
断
簡
の
元
の
装
訂
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
る
。
集
成
し
た
当
該
断
簡
の
内
容
の
順
序
は
、
玉
鬘
巻
が
、
断
簡
Ａ
↓
断
簡
Ｂ
↓
断
簡
Ｃ
↓
断
簡
Ｄ
↓
断
簡
Ｅ
↓
断
簡
Ｆ
（
右
二
行
）
↓
断
簡
Ｇ
（
右
三
行
）
↓
断
簡
Ｈ
（
左
三
行
）
↓
断
簡
Ｉ
↓
断
簡
Ｈ
（
右
三
行
）
↓
断
簡
Ｇ
（
左
三
行
）
↓
断
簡
Ｆ
（
左
二
行
）
で
あ
り
、
若
菜
下
巻
が
、
断
簡
Ｊ
↓
断
簡
Ｋ
で
あ
る
。
　
断
簡
Ｆ
・
Ｇ
・
Ｈ
に
は
、
中
央
に
約
三
糎
の
空
白
部
が
あ
る
。
裁
断
さ
れ
る
前
に
は
左
右
両
端
に
そ
れ
ぞ
れ
本
文
が
付
随
し
て
い
た
と
思
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
断
簡
の
右
面
と
左
面
と
の
本
文
内
容
は
連
続
し
な
い
。
断
簡
Ｆ
・
Ｇ
は
、
右
面
に
前
半
内
容
、
左
面
に
後
半
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
の
に
対
し
て
、
断
簡
Ｈ
は
、
右
面
に
後
半
内
容
、
左
面
に
前
半
内
容
が
存
す
る
。
一
見
、
不
可
解
に
み
え
る
断
簡
の
空
白
部
と
内
容
の
不
連
続
・
飛
躍
と
で
は
あ
る
が
、
実
は
こ
れ
に
よ
り
断
簡
の
元
の
装
訂
が
明
ら
か
に
な
る
。
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
断
簡
中
央
の
空
白
部
は
、
料
紙
の
折
り
目
に
相
当
し
、
こ
の
料
紙
の
折
り
目
と
左
右
面
の
本
文
内
容
の
不
連
続
と
に
よ
っ
て
、
元
の
装
訂
が
列
帖
装
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
列
帖
装
と
は
、
数
枚
の
料
紙
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
縦
に
半
折
り
し
た
一
括
を
、
数
括
重
ね
て
、
表
裏
に
表
紙
を
付
し
、
各
折
の
折
り
目
に
綴
じ
穴
を
あ
け
、
糸
で
綴
じ
た
装
訂
の
こ
と
で
あ
る
。
仮
に
右
面
と
左
面
と
の
内
容
が
連
続
し
て
い
た
場
合
、
料
紙
の
文
字
面
を
外
に
半
折
り
し
て
重
ね
て
い
く
袋
綴
の
一
丁
、
あ
る
い
は
、
列
帖
装
に
お
け
る
重
ね
合
わ
せ
た
一
番
上
の
料
紙
の
表
面
の
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。
だ
が
、
当
該
断
簡
の
場
合
、
右
面
と
左
面
と
の
内
容
が
す
べ
て
連
続
し
て
い
な
い
た
め
、
列
帖
装
以
外
の
装
訂
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
具
体
的
に
説
明
し
て
い
く
。
　
ま
ず
断
簡
Ｇ
と
断
簡
Ｈ
と
は
、
本
文
内
容
が
直
接
繋
が
り
連
続
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
断
簡
Ｇ
右
面
三
行
が
断
簡
Ｈ
の
左
面
三
行
伝
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に
繋
が
り
、
断
簡
Ｈ
の
右
面
三
行
が
断
簡
Ｇ
の
左
面
三
行
へ
と
直
接
繋
が
る
。
断
簡
本
文
が
ど
の
よ
う
に
連
続
し
て
い
る
の
か
を
略
解
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
枠
内
に
断
簡
本
文
を
示
し
、
矢
印
に
よ
っ
て
内
容
の
順
序
を
示
し
た
。
　
さ
ら
に
、
連
続
す
る
断
簡
Ｇ
と
断
簡
Ｈ
と
の
本
文
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。「
／
」
を
境
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
断
簡
本
文
を
示
し
て
い
る
。
・
断
簡
Ｇ
（
右
）
↓
断
簡
Ｈ
（
左
）
そ
う
な
る
は
事
も
お
こ
た
り
ぬ
へ
し
と
て
こ
な
た
の
け
い
し
共
さ
た
め
あ
る
へ
き
事
共
を
き
て
さ
せ
給
ふ
豊
後
の
す
け
も
な
り
ぬ
年
こ
ろ
ゐ
中
ひ
し
つ
み
／
た
り
し
心
ち
に
俄
に
名
残
な
く
い
か
て
か
か
り
に
て
も
立
出
み
る
へ
き
よ
す
か
な
く
覚
え
し
お
ほ
と
の
ゝ
う
ち
を
朝
夕
に
出
入
な
ら
し
人
を
し
た
か
へ
こ
と
お
こ
な
ふ
身
（『
源
氏
物
語
大
成
』
七
五
二
頁
・
四
行
目
│
七
行
目
に
相
当
。）
そ
う
な
る
は
事
も
お
こ
た
り
ぬ
へ
し
と
て
こ
な
た
の
け
い
し
共
さ
た
め
あ
る
へ
き
事
共
を
き
て
さ
せ
給
ふ
豊
後
の
す
け
も
な
り
ぬ
年
こ
ろ
ゐ
中
ひ
し
つ
み
ぬ
み
も
し
そ
か
し
昔
の
け
さ
う
の
お
か
し
き
い
と
み
に
は
あ
た
人
と
い
ふ
い
つ
も
し
を
や
す
め
と
こ
ろ
に
う
ち
を
き
て
こ
と
の
は
の
つ
ゝ
き
た
よ
り
あ
る
心
ち
す
た
る
こ
と
の
は
に
ゆ
る
き
給
は
ぬ
こ
そ
ね
た
き
事
は
は
た
あ
れ
人
の
な
か
な
る
こ
と
を
お
り
ふ
し
お
ま
へ
な
と
の
は
さ
と
あ
る
哥
よ
み
の
中
に
て
は
ま
と
ゐ
は
な
れ
た
り
し
心
ち
に
俄
に
名
残
な
く
い
か
て
か
か
り
に
て
も
立
出
み
る
へ
き
よ
す
か
な
く
覚
え
し
お
ほ
と
の
ゝ
う
ち
を
朝
夕
に
出
入
な
ら
し
人
を
し
た
か
へ
こ
と
お
こ
な
ふ
身
【
断
簡
Ｇ
】
【
断
簡
Ｈ
】
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・
断
簡
Ｈ
（
右
）
↓
断
簡
Ｇ
（
左
）
た
る
こ
と
の
は
に
ゆ
る
き
給
は
ぬ
こ
そ
ね
た
き
事
は
は
た
あ
れ
人
の
な
か
な
る
こ
と
を
お
り
ふ
し
お
ま
へ
な
と
の
は
さ
と
あ
る
哥
よ
み
の
中
に
て
は
ま
と
ゐ
は
な
れ
／
ぬ
み
も
し
そ
か
し
昔
の
け
さ
う
の
お
か
し
き
い
と
み
に
は
あ
た
人
と
い
ふ
い
つ
も
し
を
や
す
め
と
こ
ろ
に
う
ち
を
き
て
こ
と
の
は
の
つ
ゝ
き
た
よ
り
あ
る
心
ち
す
（『
源
氏
物
語
大
成
』
七
五
五
頁
・
一
〇
行
目
│
一
三
行
目
に
相
当
。）
　
文
字
面
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
断
簡
本
文
の
繋
が
り
は
明
瞭
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
裁
断
前
の
列
帖
装
の
括
に
お
け
る
両
葉
の
位
置
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
列
帖
装
は
、
料
紙
の
表
裏
両
面
に
書
写
さ
れ
る
た
め
、
裁
断
の
際
、
間
剥
ぎ
（
一
紙
表
裏
の
間
を
剥
い
で
分
離
す
る
こ
と
。
一
枚
が
二
枚
に
な
る
）
を
し
て
、
裏
打
ち
（
剥
い
だ
料
紙
の
裏
面
に
薄
い
和
紙
等
を
貼
り
合
わ
せ
て
補
強
す
る
こ
と
）
す
る
こ
と
で
、
分
離
し
た
表
裏
そ
れ
ぞ
れ
の
料
紙
は
補
修
さ
れ
る
。
本
稿
に
集
成
し
た
断
簡
も
、
こ
の
補
修
過
程
を
経
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
断
簡
Ｇ
と
断
簡
Ｈ
と
の
位
置
関
係
は
、
重
ね
合
わ
さ
れ
た
料
紙
の
う
ち
、
下
に
位
置
す
る
料
紙
が
断
簡
Ｇ
で
あ
り
、
そ
の
上
に
重
な
る
料
紙
が
断
簡
Ｈ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
断
簡
Ｇ
の
表
面
と
断
簡
Ｈ
の
裏
面
と
が
直
接
接
す
る
こ
と
に
な
る
。
列
帖
装
は
、
重
ね
合
わ
せ
た
数
枚
の
料
紙
を
縦
に
半
折
り
し
て
、
冊
子
状
に
す
る
た
め
、
下
に
位
置
す
る
料
紙
の
表
面
右
側
の
内
容
が
、
上
に
重
ね
ら
れ
た
料
紙
の
裏
面
左
側
の
内
容
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
　
こ
の
よ
う
な
料
紙
同
士
の
関
係
性
に
よ
り
、
折
り
目
を
有
す
る
断
簡
Ｆ
と
断
簡
Ｇ
と
は
、
内
容
が
右
側
か
ら
左
側
へ
の
順
序
に
則
る
た
め
料
紙
の
表
面
と
な
り
、
対
し
て
断
簡
Ｈ
は
、
内
容
が
左
側
か
ら
右
側
へ
の
順
序
と
な
る
た
め
、
料
紙
の
裏
面
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
　
加
え
て
断
簡
Ｆ
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
断
簡
Ｆ
の
左
面
の
本
文
は
、
玉
鬘
巻
の
内
容
の
最
終
部
に
相
当
す
る
。
前
述
し
た
列
帖
装
の
構
成
上
、
断
簡
Ｆ
は
料
紙
の
表
面
と
な
り
、
さ
ら
に
左
面
が
玉
鬘
巻
の
最
終
部
に
相
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
括
あ
た
り
の
内
容
量
と
料
紙
の
枚
数
と
を
、
あ
る
程
度
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
想
定
の
前
提
に
お
い
て
、
確
認
し
う
る
断
簡
本
文
は
、
あ
く
ま
で
玉
鬘
巻
全
体
の
ご
く
一
部
で
あ
り
、
ま
た
、
本
文
に
つ
い
て
も
異
同
の
多
寡
に
よ
っ
て
は
分
量
に
微
差
が
生
じ
う
る
こ
と
な
ど
、
伝
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基
本
的
な
問
題
が
付
き
纏
う
。
　
そ
の
う
え
で
試
み
に
左
面
二
行
の
本
文
に
後
続
す
る
本
文
を
、
第
二
節
で
確
認
し
た
現
存
伝
本
の
中
で
相
対
的
に
断
簡
本
文
に
近
い
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
本
文
を
用
い
、
後
続
し
て
い
た
本
文
の
分
量
を
想
定
し
て
み
た
い
。
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
（
※
太
字
は
、
断
簡
本
文
。
便
宜
的
に
、
行
末
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。）
か
ら
ぬ
事
也
何
事
も
い
と
つ
き
な
か
ら
ん
は
く
ち
お
し　
　
１
か
ら
む
た
ゝ
心
の
筋
を
た
ゝ
よ
は
し
か
ら
す
も
て
し
つ　
　
２
め
を
き
て
な
た
ら
か
な
ら
む
の
み
な
ん
め
や
す
か
る
へ　
　
３
か
り
け
る
な
と
の
た
ま
ひ
て
か
へ
り
こ
と
は
お
ほ
し
も　
　
４
か
け
ね
は
か
へ
し
や
り
て
ん
と
あ
め
る
に
こ
れ
よ
り
を　
　
５
し
か
へ
し
た
ま
は
さ
ら
む
は
ひ
か
〳
〵
し
か
ら
む
と
そ　
　
６
ゝ
の
か
し
き
こ
え
た
ま
ふ
な
さ
け
す
て
ぬ
御
心
に
て
か　
　
７
き
た
ま
ふ
い
と
こ
こ
ろ
や
す
け
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
　
か
へ
さ
む
と
い
ふ
に
つ
け
て
も
か
た
し
き
の
よ
る
の　
　
９
こ
ろ
も
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
こ
と
は
り
や
と
そ
あ
め
る　
　
10
断
簡
Ｆ
の
本
文
に
後
続
す
る
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
本
文
の
総
文
字
数
は
一
六
〇
文
字
で
あ
り
、
断
簡
の
一
行
あ
た
り
の
平
均
文
字
数
が
約
二
一
字
と
す
る
と
、
七
行
か
ら
八
行
相
当
の
本
文
が
付
随
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
参
考
ま
で
に
大
島
本
本
文
で
概
算
す
る
と
、
後
続
す
る
本
文
の
総
文
字
数
は
一
四
七
文
字
で
あ
り
、
約
七
行
分
後
続
す
る
計
算
と
な
る
。
以
上
の
分
析
に
よ
り
、
断
簡
Ｆ
左
面
二
行
が
玉
鬘
巻
の
最
終
丁
表
で
あ
る
と
す
る
と
、
一
括
（
一
帖
）
あ
た
り
四
〜
五
枚
程
度
（
遊
紙
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
含
め
る
）
の
料
紙
が
重
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ね
合
わ
さ
れ
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。
　
最
後
に
裁
断
・
補
修
方
法
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
断
簡
Ｂ
・
Ｄ
・
Ｉ
で
は
、
右
端
の
裁
断
部
と
書
写
さ
れ
た
文
字
と
が
近
接
し
て
お
り
、
断
簡
Ｃ
・
Ｅ
・
Ｋ
で
は
、
左
端
の
裁
断
部
と
文
字
と
が
近
接
し
て
い
る
。
さ
ら
に
断
簡
Ｉ
の
左
端
の
裁
断
部
に
は
、
次
行
の
本
文
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
。
対
し
て
断
簡
Ｊ
の
両
端
の
余
白
は
、
本
文
の
行
幅
と
比
し
て
も
間
隔
が
あ
り
、
連
続
す
る
本
文
の
行
間
箇
所
で
裁
断
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
こ
れ
ら
断
簡
に
お
け
る
左
右
端
の
余
白
の
不
均
一
と
は
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
り
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
そ
の
解
を
出
す
た
め
の
手
が
か
り
と
な
り
う
る
の
が
、
断
簡
Ａ
で
あ
る
。
断
簡
Ａ
は
、
３
行
目
と
４
行
目
と
の
間
に
料
紙
を
継
い
だ
痕
が
あ
り
、
３
行
目
と
４
行
目
と
は
本
文
内
容
が
連
続
し
て
い
な
い
。
３
行
目
本
文
の
背
後
に
本
来
４
行
目
の
直
前
に
連
続
し
て
い
た
本
文
の
文
字
の
痕
跡
が
視
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
４
〜
５
行
目
の
二
行
の
本
文
も
、
元
は
三
行
の
本
文
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
三
行
の
本
文
を
有
す
る
二
葉
別
々
の
断
簡
が
、
一
葉
の
断
簡
に
仕
立
て
る
た
め
に
継
が
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
な
ぜ
４
行
目
に
前
続
し
て
い
た
本
文
一
行
分
を
抹
消
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
断
簡
の
見
映
え
の
問
題
に
起
因
し
て
い
る
。
当
該
断
簡
の
行
幅
は
、
概
し
て
間
隔
に
余
裕
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
前
述
し
た
本
文
の
行
間
箇
所
に
お
い
て
裁
断
さ
れ
た
諸
断
簡
は
、
左
右
端
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
方
に
裁
断
部
と
文
字
と
が
近
接
し
て
お
り
、
両
端
の
余
白
は
必
ず
し
も
均
一
で
は
な
い
。
断
簡
Ａ
は
、
も
と
別
々
の
断
簡
同
士
を
継
い
で
お
り
、
仮
に
３
行
目
の
本
文
と
４
行
目
の
直
前
に
前
続
し
て
い
た
と
思
し
い
本
文
と
を
そ
の
ま
ま
継
い
だ
場
合
、
お
そ
ら
く
行
幅
が
他
の
行
幅
と
均
一
に
な
り
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
文
内
容
の
連
続
性
で
は
な
く
、
見
映
え
を
尊
重
し
断
簡
の
均
整
美
を
創
出
す
る
た
め
に
こ
そ
、
本
文
を
一
行
分
抹
消
し
、
断
簡
同
士
継
ぐ
こ
と
で
一
枚
の
断
簡
に
仕
立
て
上
げ
た
の
で
あ
る
。
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結
　
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
伝
公
敦
筆
源
氏
物
語
断
簡
の
特
性
に
つ
い
て
纏
め
る
。
当
該
断
簡
の
元
の
装
訂
は
、
列
帖
装
で
あ
り
、
書
形
は
、
寸
法
よ
り
判
断
す
る
と
や
や
大
き
め
の
升
形
本
（
六
半
本
）
あ
る
い
は
、
横
本
の
可
能
性Ｃ
を
見
出
せ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
確
言
す
る
の
は
現
状
で
は
難
し
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
料
紙
の
一
面
を
裁
断
す
る
際
、
縦
長
長
方
形
の
形
態
に
す
る
た
め
、
多
く
は
七
行
本
文
の
断
簡
に
裁
断
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
一
〇
行
本
文
の
状
態
で
は
、
横
長
長
方
形
の
断
簡
と
な
り
、
ま
た
八
行
か
ら
九
行
で
は
正
方
形
に
近
い
形
態
の
断
簡
と
な
っ
て
し
ま
う
。
本
稿
に
集
成
し
た
当
該
断
簡
に
縦
長
長
方
形
の
断
簡
が
際
立
つ
の
は
、
正
方
形
よ
り
も
縦
長
長
方
形
の
断
簡
を
品
格
あ
る
も
の
と
見
な
し
、
断
簡
と
し
て
の
見
映
え
を
高
め
る
と
い
う
裁
断
の
方
針
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
断
簡
Ａ
に
お
い
て
別
々
の
二
葉
の
断
簡
を
継
ぎ
、
あ
た
か
も
一
葉
の
断
簡
の
ご
と
く
仕
立
て
る
営
為
に
よ
っ
て
も
徴
証
の
一
つ
と
な
る
の
で
あ
る
。
注（
１
） 
小
林
強
「
源
氏
物
語
関
係
古
筆
切
資
料
集
成
稿
」（
伊
井
春
樹
編
『
本
文
研
究　
考
証
・
情
報
・
資
料
』
第
六
集
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）。
国
文
学
研
究
資
料
館
「
古
筆
切
所
収
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://base1.nijl.ac.jp/~kohitu/
）
で
は
、
断
簡
Ｇ
・
Ｉ
・
Ｋ
の
三
葉
が
該
当
す
る
（
二
〇
一
九
年
一
一
月
現
在
）。
（
２
） 
本
手
鑑
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
（
松
本
智
子
）「
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵　
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵
資
料
目
録
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
〇
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
に
書
誌
情
報
が
簡
潔
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
３
） 
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://w
w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/
）
に
お
い
て
画
像
閲
覧
可
能
（
二
〇
一
九
年
一
一
月
現
在
）。「
源
氏
物
語
若
菜
下
切
」（
請
求
番
号
文
庫
三
〇
│
Ｅ
三
七
六
）。
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（
４
） 
池
田
亀
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成　
巻
二　
校
異
篇
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
三
年
）、
加
藤
洋
介
編
『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、
加
藤
洋
介
「
源
氏
物
語
校
異
集
成
（
稿
）」（http://w
w
w
.let.osaka-u.ac.jp/~ykato/index.php/view
/14
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
現
在
）、
源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
第
６
巻
・
第
８
巻
（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
三
年
・
一
九
九
六
年
）。
（
５
） 
村
上
翠
亭
ほ
か
『
古
筆
鑑
定
必
携　
古
筆
切
と
極
札
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
森
繁
夫
『
古
筆
鑑
定
と
極
印
』（
雅
俗
山
荘
、
一
九
四
三
年
）、
中
村
健
太
郎
「
古
筆
了
栄
の
極
札
に
み
ら
れ
る
「
琴
山
」
印
の
経
年
変
化
と
発
行
年
次
の
特
定
に
つ
い
て
」（『
書
道
学
論
集
』
一
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「
極
札
に
お
け
る
記
載
形
式
の
時
代
的
変
遷
に
つ
い
て
│
古
筆
本
家
を
中
心
と
し
て
│
」（『
若
木
書
法
』
三
、
二
〇
〇
四
年
）、
同
「
古
筆
別
家
の
鑑
定
活
動
に
つ
い
て
」（『
若
木
書
法
』
四
、
二
〇
〇
五
年
）
等
、
参
照
。
　
古
筆
了
栄
の
極
札
の
う
ち
、
年
次
特
定
が
難
し
い
場
合
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
極
札
裏
面
の
鑑
定
年
次
が
十
二
支
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
十
二
年
周
期
で
候
補
と
な
る
時
期
が
あ
り
、
特
定
が
難
し
い
。
　
こ
う
し
た
鑑
定
時
期
の
特
定
が
難
し
い
了
栄
の
極
札
に
つ
い
て
、
前
掲
、
中
村
健
太
郎
（
二
〇
〇
三
）
は
、
表
面
に
捺
印
さ
れ
た
「
琴
山
」
印
の
欠
画
の
変
遷
過
程
と
極
札
の
記
載
形
式
と
を
手
が
か
り
に
鑑
定
時
期
の
特
定
を
試
み
た
。
中
村
は
、
極
札
表
面
に
捺
印
さ
れ
た
「
琴
山
」
印
の
欠
画
の
変
遷
過
程
を
四
期
に
区
別
し
た
。
と
り
わ
け
三
期
は
、「
琴
山
」
印
外
郭
左
上
部
の
欠
画
を
特
徴
と
し
、
判
断
の
目
安
と
な
る
。
本
稿
に
取
り
上
げ
た
断
簡
Ｃ
・
Ｄ
は
、「
琴
山
」
印
が
「
欠
損
な
し
」
の
一
期
か
ら
「
第
一
欠
損
」
の
二
期
に
お
け
る
も
の
と
判
断
し
た
。
ま
た
中
村
は
、
極
札
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
、
表
面
の
本
文
冒
頭
数
文
字
の
書
き
出
し
の
有
無
と
、
裏
面
の
十
二
支
、
あ
る
い
は
干
支
の
記
載
を
も
と
に
鑑
定
時
期
を
三
期
に
分
類
し
た
。
断
簡
Ｃ
・
Ｄ
は
、
両
葉
と
も
に
表
面
の
書
き
出
し
が
あ
り
、
裏
面
に
十
二
支
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
村
の
指
摘
す
る
二
期
に
相
当
す
る
。
　
そ
し
て
中
村
は
、
こ
れ
ら
極
印
と
極
札
の
記
載
形
式
と
の
考
証
を
念
頭
に
置
き
、
最
終
的
に
「
第
Ⅰ
類
」
か
ら
「
第
Ⅵ
類
」
の
鑑
定
時
期
の
分
類
を
導
き
出
し
た
。
こ
れ
に
従
い
、
断
簡
Ｃ
・
Ｄ
の
鑑
定
時
期
が
、
中
村
の
分
類
基
準
の
う
ち
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
七
月
の
例
を
確
認
す
る
「
第
Ⅱ
期
」
に
近
い
了
栄
の
極
め
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
（
６
） 
注（
５
）、『
古
筆
鑑
定
必
携　
古
筆
切
と
極
札
』（
一
一
三
頁
）
に
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
四
月
、
了
栄
の
極
札
が
あ
る
。
（
７
） 
山
岸
徳
平
・
今
井
源
衛
監
修
、
石
田
穣
二
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵　
青
表
紙
本　
源
氏
物
語　
若
菜
下
』（
新
典
社
、
一
九
六
九
年
）、
六
八
頁
八
行
目
「
十
一
月
」、
六
九
頁
一
行
目
「
よ
な
〳
〵
」。
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（
８
） 
三
条
公
敦
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
米
原
正
義
「
大
内
政
弘
と
三
条
公
敦
」（『
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
。
礎
稿
は
「
中
世
に
お
け
る
地
方
武
士
と
下
向
公
家
の
文
化
交
渉
│
大
内
正
弘
と
三
条
公
敦
│
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
六
二
巻
、
一
九
六
一
年
四
月
）、
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　
室
町
前
期　
改
訂
新
版
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
四
年
）
等
に
詳
し
い
。
（
９
） 
日
本
古
典
文
学
会
編
『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
16　
短
冊
手
鑑
』（
貴
重
本
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
）
五
四
、
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑　
第
八
巻
』（
講
談
社
、
一
九
八
〇
年
）
一
〇
七
・
一
〇
八
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　
短
冊
手
鑑
』（
第
九
七
巻
、
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
四
六
、
等
。
ま
た
、
短
冊
以
外
に
伝
称
筆
者
を
三
条
公
敦
と
す
る
断
簡
は
、
以
下
の
文
献
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。『
古
筆
手
鑑
大
成　
第
三
巻　
文
彩
帖
（
根
津
美
術
館
蔵
）』（
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）
表
一
四
丁
オ
「
夫
木
抄
切
」、『
徳
川
黎
明
会
叢
書　
古
筆
手
鑑
篇
一　
玉
海
・
尾
陽
』（
同
朋
舎
、
一
九
九
〇
年
）
七
六
「
歌
書
切
」、
橋
本
不
美
男
・
久
保
木
哲
夫
編
『
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊　
別
巻　
手
鑑
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
）
一
〇
三
「
古
今
集
注
切
」
等
、
参
照
。
（
10
） 
宍
倉
佐
敏
編
『
必
携
古
典
籍
・
古
文
書
料
紙
事
典
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。
ま
た
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
用
い
て
、
紙
の
繊
維
を
判
定
し
た
（
上
図
か
ら
断
簡
Ｄ
・
Ｈ
・
Ｊ
）。
（
11
） 
佐
々
木
孝
浩
「
日
本
古
典
書
誌
学
論
序
説
」（『
日
本
古
典
書
誌
学
論
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
、
一
五
頁
）
（
12
） 
佐
々
木
孝
浩
は
、
注（
11
）前
掲
書
同
章
に
お
い
て
「
綴
葉
装
は
粘
葉
装
と
同
様
に
、
長
方
形
（
四
半
）
の
も
の
と
正
方
形
（
六
半
）
の
も
の
が
あ
り
、
稀
に
横
長
の
も
の
も
存
在
し
て
い
る
」（
二
三
頁
）（
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
）
と
指
摘
す
る
。
尚
、
本
稿
で
は
「
綴
葉
装
」
で
は
な
く
、「
列
帖
装
」
の
─　　─76
語
に
統
一
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
断
簡
の
原
装
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
、
源
氏
物
語
断
簡
を
は
じ
め
と
す
る
古
筆
切
の
装
訂
を
概
観
し
た
。
以
下
に
参
照
し
た
文
献
等
を
列
挙
す
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
「
古
筆
切
所
収
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://base1.nijl.ac.jp/~kohitu/
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
現
在
）、
小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成　
第
二
十
三
巻　
物
語
・
物
語
注
釈
一
』（
講
談
社
、
一
九
九
二
年
）、
同
『
古
筆
学
大
成　
第
二
十
四
巻　
物
語
注
釈
二
・
物
語
・
歌
論
・
歌
謡
』（
講
談
社
、
一
九
九
三
年
）、
久
曽
神
昇
『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）、
同
『
物
語
古
筆
断
簡
集
成
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）、
小
林
強
「
源
氏
物
語
関
係
古
筆
切
資
料
集
成
稿
」（
伊
井
春
樹
編
『
本
文
研
究　
考
証
・
情
報
・
資
料
』
第
六
集
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）、
藤
井
隆
・
田
中
登
『
国
文
学
古
筆
切
入
門
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
五
年
）、
同
『
続
国
文
学
古
筆
切
入
門
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
九
年
）、
同
『
続
々
国
文
学
古
筆
切
入
門
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
年
）、
田
中
登
編
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
』
第
１
集
〜
第
５
集
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
〜
二
〇
一
〇
年
）、
同
編
『
古
筆
の
楽
し
み
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
五
年
）、
同
編
『
続
古
筆
の
楽
し
み
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
七
年
）、
日
比
野
浩
信
「
源
氏
物
語
断
簡
管
見
」（『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
第
三
四
号
、
二
〇
一
一
年
）、
横
井
孝
「
実
践
女
子
大
学
所
蔵　
源
氏
物
語
古
筆
切
目
録
稿
」（
一
）
〜
（
三
）（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
編
『
年
報
』
第
34
号
・
第
35
号
・
第
36
号
、
二
〇
一
五
年
・
二
〇
一
六
年
・
二
〇
一
七
年
）
等
。
こ
れ
ら
を
概
観
す
る
と
、
断
簡
Ｊ
の
よ
う
に
横
長
の
形
態
の
断
簡
は
稀
覯
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
、
櫛
笥
節
男
『
宮
内
庁
書
陵
部　
書
庫
渉
獵
│
書
写
と
装
訂
│
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
六
年
、
一
〇
四
頁
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
源
氏
物
語
』
四
〇
冊
（
函
架
番
号
五
五
四
│
一
三
）
は
、
現
装
「
大
和
綴
の
仮
綴
本
」、「
縦
一
七
・
〇
セ
ン
チ
、
横
二
〇
・
三
セ
ン
チ
」、「
一
面
一
〇
行
、
一
行
一
七
〜
二
〇
字
、
文
字
高
一
二
・
六
セ
ン
チ
」
と
さ
れ
、
当
該
断
簡
の
特
徴
に
共
通
し
て
い
る
点
も
あ
り
、
参
考
に
な
る
。
﹇
付
記
﹈
　
ご
所
蔵
断
簡
の
調
査
、
翻
刻
、
図
版
掲
載
の
ご
許
可
を
く
だ
さ
っ
た
大
垣
博
氏
、
善
光
寺
本
坊
大
勧
進
宝
物
館
、
公
敦
筆
『
僻
案
抄
』
の
閲
覧
と
図
版
掲
載
と
の
ご
許
可
を
く
だ
さ
っ
た
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
長
の
佐
々
木
孝
浩
氏
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
当
初
の
調
査
よ
り
各
所
へ
の
ご
紹
介
を
は
じ
め
様
々
に
ご
尽
力
し
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
ご
所
蔵
短
冊
の
調
査
、
図
版
掲
載
の
ご
許
可
を
く
だ
さ
っ
た
兼
築
信
行
氏
、
ご
教
示
を
賜
っ
た
久
保
木
秀
夫
氏
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 
（
た
き
や
ま　
あ
ら
し　
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
在
学
）
伝
三
条
公
敦
筆
源
氏
物
語
断
簡
考
─　　─77
【
図
版
１
】
・
断
簡
Ａ
【
図
版
２
】
・
断
簡
Ｃ　
極
札
（
裏
）
・
断
簡
Ｃ
─　　─78
【
図
版
３
】
・
断
簡
Ｄ　
極
札
（
表
）
・
断
簡
Ｄ　
極
札
（
裏
）
・
断
簡
Ｄ
（
表
）
【
図
版
４
】
・
断
簡
Ｆ
伝
三
条
公
敦
筆
源
氏
物
語
断
簡
考
─　　─79
【
図
版
５
】
・
断
簡
Ｈ
【
図
版
６
】
・
断
簡
Ｊ
─　　─80
【
図
版
７
】
・
断
簡
Ｋ
【
図
版
８
】
・
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所　
斯
道
文
庫
蔵　
公
敦
筆
『
僻
案
抄
』
伝
三
条
公
敦
筆
源
氏
物
語
断
簡
考
─　　─81
【
図
版
９
】
・
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所　
斯
道
文
庫
蔵　
公
敦
筆
『
僻
案
抄
』
【
図
版
10
】　
兼
築
信
行
氏
蔵　
公
敦
筆
短
冊
